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この秋のとりくみ始まる！

率
直
な
意
見
を

　
豊
橋
で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
も
例
年
ど
お
り
の
取
り

組
み
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
７
月
に
実

施
し
た
人
員
職
場
環
境
ア
ン

ケ
―
ト
で
は
、
３
か
月
連
続

で
残
業
１
０
０
時
間
オ
ー

バ
ー
や
育
児
時
短
の
は
ず
な

の
に
帰
れ
な
い
な
ど
、
コ
ロ

ナ
関
連
の
業
務
に
追
わ
れ
る

中
で
さ
ら
に
人
員
不
足
を
実

感
し
て
い
る
組
合
員
の
声
が

続
々
と
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　
こ
の
秋
、
豊
橋
市
職
労
で

は
非
常
時
に
お
い
て
も
市
民

の
生
活
を
守
れ
る
よ
う
に
平

常
時
か
ら
余
裕
の
あ
る
人
員

体
制
を
当
局
に
迫
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
コ
ロ
ナ
禍
で
は
組
合
の
重

要
性
が
世
間
で
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
改
め
て
、
職
場

か
ら
ど
う
運
動
を
す
す
め
る

か
、
９
月
12
日
に
役
員
学
校

を
開
催
し
、
秋
の
闘
争
に
向

か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
名
古
屋
市
で
は
、
こ
の
秋

の
賃
金
闘
争
で
大
き
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。「
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
」
改
悪
時

の
経
過
措
置
が
今
年
で
終
了

し
、
中
高
年

層
の
基
本
給

が
大
幅
に
下

が
る
こ
と
に

な
り
、
退
職

金
の
額
に
も

影
響
す
る
の

で
、
若
年
層

に
と
っ
て
も

大
き
な
問
題

　
こ
の
夏
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
で
、
職
場
も
暮
ら
し
も

労
働
組
合
の
活
動
も
、
例

年
と
違
っ
た
苦
労
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
あ
、
９
月
で

す
。
賃
上
げ
も
、
人
員
増

も
、
仕
事
と
職
場
の
改
善

も
、変
化
を
作
る
時
で
す
。

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
対
策
に

留
意
し
つ
つ
、
歩
み
を
止

め
る
こ
と
な
く
、
仲
間
と

の
心
の
密
を
大
切
に
、
秋

季
年
末
闘
争
を
一
歩
進
め

ま
し
ょ
う
！

〝
ゆ
と
り
〟
あ
る
人
員
を

　みんなで読めば、

組合活動に確信が

持てる魔法の本！

さぁここから活動を

はじめようぜ！

海部地区環境事務組合労働組合
　
海
部
環
境
労
組
（
略
称
）

は
、
あ
ま
市
、
津
島
市
、
愛

西
市
、
弥
富
市
、
大
治
町
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
の
４
市
３

町
村
が
共
同
で
ご
み
焼
却

場
、
し
尿
処
理
施
設
を
管
理

運
営
す
る
海
部
地
区
環
境
事

務
組
合
の
職
員
か
ら
な
る
労

働
組
合
で
す
。
津
島
市
や

弥
富
市
に
事
業
所
が
あ
り
ま

す
。

　
別
組
織
の
支
部
で
し
た

が
、
民
主
的
な
職
場
、
労

働
組
合
の
活
動
を
め
ざ
し

て
、新
し
く
組
合
を
つ
く
り
、

２
０
１
５
年
に
自
治
労
連
に

加
盟
し
ま
し
た
。

　
自
治
労
連
に
加
入
し
て
間

も
な
い
頃
、
元
上
部
組
織
か

ら
組
合
費
の
返
還
を
求
め
ら

れ
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
ま
し
た

が
、
毅
然
と
た
た
か
い
勝
利

し
ま
し
た
。

　
海
部
環
境
労
組
は
、
自
分

た
ち
が
つ
く
っ
た
組
合
に
自

信
を
も
っ
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。　

職場の八穂クリーンセンター

（弥富市）

結成当時の記念写真

会
で
し
っ
か
り
と
議
論
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
名

古
屋
市
職
労
の
討
議
資
料
は

①
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
②

読
ん
で
も
ら
っ
て
③
周
り
の

人
と
話
し
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
で
、
わ
か
り
や
す
さ
を

大
切
に
作
成
し
ま
し
た
。
運

動
の
見
え
る
化
で
仲
間
を
増

や
し
な
が
ら
、
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
組
合
運
動
を
こ

の
秋
は
め
ざ
し
ま
す
！

で
す
。
し
か
し
、
世
代
に

よ
っ
て
関
心
度
に
温
度
差
が

あ
る
の
も
事
実
で
す
。私
は
、

み
ん
な
の
要
求
、
み
ん
な
の

運
動
に
な
る
よ
う
に
、
各
分

　
自
治
労
連
愛
知
県
本
部

は
、
８
月
22
日
に
役
員
学

校
（
基
礎
編
）
を
開
催
。
４

単
組
か
ら
16
人
（
県
本
部
含

む
）
が
参
加
。「
こ
こ
か
ら

始
め
る
組
合
活
動
・
自
治
労

連
運
動
（
自
治
労
連
発
行
・

２
０
２
０
年
改
訂
版
）」
を

使
い
、「
労
働
者
と
は
」「
賃

金
と
は
」
等
、
橋
口
県
本
部

書
記
長
の
講
義
と
グ
ル
ー

プ
討
議
で
深
め
合
い
ま
し

た
。
日
ご
ろ
の
活
動
で
の
悩

み
を
、
参
加
者
が
互
い
に
知

恵
や
工
夫
を
出
し
合
う
場
面

も
。次
回
は
、10
月
10
日（
土
）

に
実
践
編
を
開
校
し
ま
す
。

　
各
単
組
や
職
場
で
も
、
県

本
部
作
成
の
、
秋
季
末
闘
争

職
場
討
議
資
料
「
学
習
を
力

に
」
を
活
用
し
て
、
人
勧
が

出
る
前
か
ら
要
求
議
論
を
お

お
い
に
進
め
、
た
た
か
う
力

を
蓄
え
ま
し
ょ
う
。

世代を超えた
　　　議論を

職
場
で
出
し
合
お
う

2020あいち集会
日時：9月 19 日（土）
　　　　　　　　13：30 ～
場所：白川公園（名古屋・伏見）　　　　　

戦争より平和を
いのちと暮らしを

名
古

職
市
屋

労

波
多
野
教
宣
部
長

豊
橋

労
職
市中

村
書
記
長

必要な場
合は県本

部までご
連絡くだ

さい。



組
合
は
、「
二
度
と

赤
紙
（
召
集
令
状
）

を
配
ら
な
い
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

戦
後
一
貫
し
て
戦
争

と
戦
争
へ
の
協
力
に

反
対
し
、
平
和
憲
法

と
地
方
自
治
を
い
か

す
運
動
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
。

　
自
治
体
と
自
治
体

労
働
者
を
再
び
「
戦

争
す
る
国
」
づ
く
り

に
動
員
さ
せ
る
９
条

改
憲
を
断
じ
て
許
さ

ず
、「
全
体
の
奉
仕

者
」
と
し
て
あ
り
続

け
る
た
め
に
力
を
尽

く
し
ま
し
ょ
う
。

　
わ
た
し
た
ち
の
先
輩

た
ち
は
、
戦
時
中
に
国

の
下
部
機
構
と
し
て
、

住
民
を
兵
士
と
し
て
戦

場
に
駆
り
出
す
た
め
の

役
割
を
担
わ
さ
れ
て
き

た
過
去
が
あ
り
ま
す
。

と
き
に
は
ま
だ
幼
い
少

年
を
説
得
し
、
志
願
兵

と
し
て
送
り
出
す
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。　

　
そ
う
し
た
痛
苦
の
反

省
か
ら
、
自
治
体
労
働
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 みんなの安心
　　　自治労連共済

賃
上
げ
こ
そ
が
一
番
の
経
済
対
策

中
部
人
事
院
事
務
局
要
請

要求書を手渡す林委員長＝ 8月 26 日

‼

補
助
組
織
含
む　

●
名
水
検                   （
５
月
29
日
）

　
委  

員  

長　
畠
中　
由
紀

　
副
委
員
長　
鳥
本
由
加
理

　
副
委
員
長　
榊
原　
一
郎　
　

　
書  

記  

長　
岩
田　
富
子

　
書
記
次
長　
関
山　
好
美

〝
い
の
ち
守
る
〟

集会全体の様子（中央）、発言をする名古屋市病職労・大野書記長（右下）

と名古屋市職労・小田前洋子さん（左上）

　
自
治
労
連
愛
知
県
本
部
を

含
む
8
つ
の
単
産
が
加
盟

す
る
愛
知
公
務
共
闘
は
、
夏

季
闘
争
の
要
求
行
動
と
し

て
、
８
月
26
日
に
人
事
院
中

部
事
務
局
に
対
し
、
要
請
行

動
を
行
い
、
９
名

が
参
加
し
ま
し

た
。

　
議
長
で
あ
る
林

県
本
部
委
員
長

は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
応
で
、
職
場

は
大
変
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
国

民
、
住
民
が
大
変

な
時
だ
か
ら
こ
そ

公
務
が
く
ら
し
を

支
え
な
い
と
い
け

な
い
。
人
員
増
な
ど
労
働
条

件
改
善
が
必
要
。
経
済
状
況

も
厳
し
い
事
態
だ
が
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
よ
う
な
賃

下
げ
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
。
賃
上
げ
こ
そ
が
必
要

で
あ
る
」と
要
求
し
ま
し
た
。

　
福
保
労
・
西
田
書
記
長
か

ら
は「
民
間
保
育
職
場
で
は
、

給
与
は
ま
だ
低
い
水
準
だ

が
、
こ
れ
ま
で
の
人
事
院
勧

告
に
よ
り
上
が
っ
て
き
た
。

引
き
上
げ
を
行
う
べ
き
」
と

訴
え
ま
し
た
。
当
局
か
ら
は

「
現
場
の
声
と
し
て
人
事
院

本
院
へ
し
っ
か
り
伝
え
て
い

く
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

●
中
水
労   　
　

 （
８
月
24
日
）

　
委  

員  

長　
伊
藤　
幸
雄

　
副
委
員
長　
川
上　
満

　
副
委
員
長　
権
田　
倫
明　
　

　
書  

記  

長　
原
田　
大
路

　
書
記
次
長　
竹
谷　
省
吾

●
岩
倉
市
職    　

  （
８
月
28
日
）

　
委  

員  

長　
宇
佐
美
祐
二　
　

　
副
委
員
長　
片
桐　
慎
治

　
副
委
員
長　
太
田　
貴
之　
　

　
書  

記  

長　
岸　
　
晃
平

　
書
記
次
長　
比
嘉　
崇
行

●
書
記
部
会
（
９
月
4
日
）

　
部  

会  

長　
山
岡　
弘
和　
　

　
副
部
会
長　
松
下　
優
子

　
副
部
会
長　
酒
井
美
千
代

　
事
務
局
長　
松
井　
克
徳

　
前
号
で
の
新
役
員
紹
介
に

お
い
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

●
豊
川
市
職
労  （
８
月
７
日
）

　
書
記
次
長　
鈴
木　
琢
磨

　
　
　
　
↓

　
会　
　
計　
鈴
木　
琢
磨　
　

●
長
久
手
市
職
労
（
７
月
30
日
）

　
副
委
員
長　
寺
島　
佳
奈

　
　
　
　
↓

　
副
委
員
長　
寺
嶋　
佳
奈

　
書
記
次
長　
中
垣　
祐
佳

　
　
　
　
↓

　
書
記
次
長　
中
垣　
佑
佳

　　
９
月
６
日
、
愛
知
社
保
協

や
愛
労
連
な
ど
の
主
催
で
、

「
い
の
ち
守
る
秋
の
運
動
・

署
名
ス
タ
ー
ト
集
会
」
が
名

古
屋
市
・
労
働
会
館
で
開
催

さ
れ
、
多
く
の
団
体・地
域・

単
産
な
ど
か
ら
66
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
集
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
医
療

や
福
祉
、
介
護
、
保
育
な
ど

社
会
保
障
分
野
の
行
き
過
ぎ

た
削
減
や
縮
小
に
対
し
て
、

改
善
を
求
め
て
い
く
運
動
推

進
の
機
運
を
お
お
い
に
高
め

る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
労
連
か
ら
２
名
が
会

場
発
言
。名
古
屋
市
病
職
労・

大
野
書
記
長
か
ら
は
、
名
古

屋
市
に
２
つ
あ
る
医
療
セ
ン

タ
ー
の
市
大
病
院
付
属
化
の

時
期
が
２
０
２
２
年
４
月
か

ら
２
０
２
１
年
４
月
へ
と
前

倒
し
の
方
針
が
出
さ
れ
た
問

題
に
つ
い
て
「
市
民
に
知
ら

せ
る
こ
と
も
な
く
、
移
行
の

た
め
に
十
分
な
時
間
を
か
け

る
こ
と
を
議
会
や
一
部
の
推

進
派
が
真
っ
向
か
ら
否
定

し
、
強
引
に
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
」、
名
古
屋
市
職
労

か
ら
は
保
健
師
と
し
て
働
く

小
田
前
洋
子
さ
ん（
保
健
師
）

が
「
各
区
に
保
健
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
名
古
屋
市
で
も
、
第

２
波
の
対
応
は
追
い
つ
い
て

い
な
い
。
抜
本
的
に
人
員
が

足
り
て
い
な
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　
集
会
後
、
金
山
駅
で
新
し

く
提
起
さ
れ
た
「
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
た
め
の
国
会
請
願
署
名
」

に
取
り
組
み
、
１
２
４
筆
が

集
ま
り
ま
し
た
。

秋
の
運
動
・
署
名
ス
タ
ー
ト
集
会

お
詫
び
と

　
　
訂
正

社会保障政策の抜本的転換を‼


